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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　漁網に付着した海藻類を除去するために使用する殺藻剤であって、テトラキスヒドロキ
シメチルホスホニウム塩を水に添加して成り、水に対する上記テトラキスヒドロキシメチ
ルホスホニウム塩の添加率が、３０００～１００００ｍｇ／Ｌであることを特徴とする殺
藻剤。
【請求項２】
　漁網に付着した海藻類を除去するために使用する殺藻剤であって、テトラキスヒドロキ
シメチルホスホニウム塩と、アンモニウムＤＬ－ホモアラニン－４－イル（メチル）ホス
フィナート又はＬ-２-アミノ-４-[(ヒドロキシ)(メチル)ホスフィノイル].ブチリル-Ｌ-
アラニル-Ｌ-アラニル塩とを、水に添加して成り、水に対するテトラキスヒドロキシメチ
ルホスホニウム塩の添加率が１０００～３０００ｍｇ／Ｌであり、アンモニウムＤＬ－ホ
モアラニン－４－イル（メチル）ホスフィナート又はＬ-２-アミノ-４-[(ヒドロキシ)(メ
チル)ホスフィノイル].ブチリル-Ｌ-アラニル-Ｌ-アラニル塩の添加率が２０００ｍｇ／
Ｌであることを特徴とする殺藻剤。
　
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、水産業で使用されている地引き網、定置網、海苔網等の漁網に付着した海
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苔等の海藻類を除去するために使用する殺藻剤に関する。
【背景技術】
【０００２】
　漁業や養殖業等で使用された地引き網、定置網、海苔網等の漁網には海苔等の海藻類が
付着するため、漁網を再利用する際には海藻類を除去することが必要である。
　従来は、漁網に付着した海藻類を腐敗させた後、漁網を洗浄することにより海藻類の除
去を行っていた。これは、海水中に長期間浸漬されていた漁網には、海藻類の根が網繊維
に深く入り込むため、海藻類を腐敗させずに除去することが困難なためである。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら、従来の除去方法では、
（１）海藻類を腐敗させるため悪臭が発生する、
（２）海藻類の腐敗によって発生するアンモニアが漁網の構成材料である樹脂を傷め、破
網の原因となる、
（３）海藻類の腐敗には長い時間が必要なため、作業効率が悪い、
といった問題点があった。
【０００４】
　この発明は、従来の上記問題点に鑑みて案出されたものであり、その目的とするところ
は、海藻類を腐敗させることなく漁網に付着した海藻類を効果的に除去することができる
殺藻剤を実現することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明者は、鋭意研究を重ねた結果、テトラキスヒドロキシメチルホスホニウム塩（テ
トラキスヒドロキシメチルホスホニウムサルフェート）が、漁網に付着した海藻類を腐敗
させることなく除去できることを見出し、本発明を完成するに至ったものである。
　すなわち、本発明に係る請求項１に記載の殺藻剤は、
　漁網に付着した海藻類を除去するために使用する殺藻剤であって、テトラキスヒドロキ
シメチルホスホニウム塩を水に添加して成り、水に対する上記テトラキスヒドロキシメチ
ルホスホニウム塩の添加率が、３０００～１００００ｍｇ／Ｌであることを特徴とする。
【０００６】
　また、本発明に係る請求項２に記載の殺藻剤は、
　漁網に付着した海藻類を除去するために使用する殺藻剤であって、テトラキスヒドロキ
シメチルホスホニウム塩と、アンモニウムＤＬ－ホモアラニン－４－イル（メチル）ホス
フィナート又はＬ-２-アミノ-４-[(ヒドロキシ)(メチル)ホスフィノイル].ブチリル-Ｌ-
アラニル-Ｌ-アラニル塩とを、水に添加して成り、水に対するテトラキスヒドロキシメチ
ルホスホニウム塩の添加率が１０００～３０００ｍｇ／Ｌであり、アンモニウムＤＬ－ホ
モアラニン－４－イル（メチル）ホスフィナート又はＬ-２-アミノ-４-[(ヒドロキシ)(メ
チル)ホスフィノイル].ブチリル-Ｌ-アラニル-Ｌ-アラニル塩の添加率が２０００ｍｇ／
Ｌであることを特徴とする。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明の請求項１に記載の殺藻剤にあっては、海藻類が特異的に持っているアミノ酸代
謝系をテトラキスヒドロキシメチルホスホニウム塩が阻害し、海藻類の細胞組織の崩壊を
促進して死滅させる。このため、漁網に付着した海藻類を腐敗させることなく除去するこ
とができる。
【０００８】
　請求項１に記載の殺藻剤において、水に対する上記テトラキスヒドロキシメチルホスホ
ニウム塩の添加率を３０００～１００００ｍｇ／Ｌとしたので、海藻類の殺藻効果が高い
。
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【０００９】
　アンモニウムＤＬ－ホモアラニン－４－イル（メチル）ホスフィナートや、Ｌ-２-アミ
ノ-４-[(ヒドロキシ)(メチル)ホスフィノイル].ブチリル-Ｌ-アラニル-Ｌ-アラニル塩も
、上記テトラキスヒドロキシメチルホスホニウム塩と同様に、海藻類が特異的に持ってい
るアミノ酸代謝系を阻害し、海藻類の細胞組織の崩壊を促進して死滅させる効果を発揮す
る。
　従って、本発明の請求項２に記載の殺藻剤にあっては、海藻類が特異的に持っているア
ミノ酸代謝系を、テトラキスヒドロキシメチルホスホニウム塩及びアンモニウムＤＬ－ホ
モアラニン－４－イル（メチル）ホスフィナート、或いは、テトラキスヒドロキシメチル
ホスホニウム塩及びＬ-２-アミノ-４-[(ヒドロキシ)(メチル)ホスフィノイル].ブチリル-
Ｌ-アラニル-Ｌ-アラニル塩が阻害し、海藻類の細胞組織の崩壊を促進して死滅させる。
このため、漁網に付着した海藻類を腐敗させることなく除去することができる。
【００１０】
　請求項２に記載の殺藻剤において、水に対するテトラキスヒドロキシメチルホスホニウ
ム塩の添加率を１０００～３０００ｍｇ／Ｌとし、アンモニウムＤＬ－ホモアラニン－４
－イル（メチル）ホスフィナート又はＬ-２-アミノ-４-[(ヒドロキシ)(メチル)ホスフィ
ノイル].ブチリル-Ｌ-アラニル-Ｌ-アラニル塩の添加率を２０００ｍｇ／Ｌとしたので、
海藻類の殺藻効果が高い。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　本発明に係る殺藻剤は、テトラキスヒドロキシメチルホスホニウム塩を水に添加して成
るものである。
　テトラキスヒドロキシメチルホスホニウム塩は、海藻類が特異的に持っているアミノ酸
代謝系を阻害して、海藻類の細胞組織の崩壊を促進するため、海藻類を腐敗させることな
く死滅させることができる。海藻類が死滅することにより、漁網表面からの剥離が容易と
なり、漁網を洗浄するだけで海藻類を簡単に除去することができる。
　また、テトラキスヒドロキシメチルホスホニウム塩は、人間、魚類、動植物に対する安
全性が高く、且つ、分解性に優れているため、環境毒性も低いものである。
【００１２】
　尚、水に対するテトラキスヒドロキシメチルホスホニウム塩の添加率を３０００～１０
０００ｍｇ／Ｌとした場合に、高い殺藻効果を得ることができる（後述の実施例１、表１
参照）。
【００１３】
　また、上記テトラキスヒドロキシメチルホスホニウム塩と共に、アンモニウムＤＬ－ホ
モアラニン－４－イル（メチル）ホスフィナート、又は、Ｌ-２-アミノ-４-[(ヒドロキシ
)(メチル)ホスフィノイル].ブチリル-Ｌ-アラニル-Ｌ-アラニル塩を、水に添加しても良
い。
　すなわち、アンモニウムＤＬ－ホモアラニン－４－イル（メチル）ホスフィナートや、
Ｌ-２-アミノ-４-[(ヒドロキシ)(メチル)ホスフィノイル].ブチリル-Ｌ-アラニル-Ｌ-ア
ラニル塩も、上記テトラキスヒドロキシメチルホスホニウム塩と同様に、海藻類が特異的
に持っているアミノ酸代謝系を阻害して、海藻類の細胞組織の崩壊を促進するため、海藻
類を腐敗させることなく死滅させることができる効果を奏するものである（後述の実施例
２及び表２、実施例３及び表３参照）。また、テトラキスヒドロキシメチルホスホニウム
塩と同様に、アンモニウムＤＬ－ホモアラニン－４－イル（メチル）ホスフィナートや、
Ｌ-２-アミノ-４-[(ヒドロキシ)(メチル)ホスフィノイル].ブチリル-Ｌ-アラニル-Ｌ-ア
ラニル塩も、人間、魚類、動植物に対する安全性が高く、且つ、分解性に優れているため
、環境毒性が低い。
【００１４】
　テトラキスヒドロキシメチルホスホニウム塩及びアンモニウムＤＬ－ホモアラニン－４
－イル（メチル）ホスフィナートを水に添加して殺藻剤と成す場合には、水に対するテト
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ラキスヒドロキシメチルホスホニウム塩の添加率を１０００～３０００ｍｇ／Ｌ、アンモ
ニウムＤＬ－ホモアラニン－４－イル（メチル）ホスフィナートの添加率を２０００ｍｇ
／Ｌとした場合に、高い殺藻効果を得ることができる（後述の実施例４、表４参照）。
【００１５】
　また、テトラキスヒドロキシメチルホスホニウム塩及びＬ-２-アミノ-４-［（ヒドロキ
シ）（メチル）ホスフィノイル］．ブチリル-Ｌ-アラニル-Ｌ-アラニル塩を水に添加して
殺藻剤と成す場合には、水に対するテトラキスヒドロキシメチルホスホニウム塩の添加率
を１０００～３０００ｍｇ／Ｌ、Ｌ-２-アミノ-４-［（ヒドロキシ）（メチル）ホスフィ
ノイル］．ブチリル-Ｌ-アラニル-Ｌ-アラニル塩の添加率を２０００ｍｇ／Ｌとした場合
に、高い殺藻効果を得ることができる（後述の実施例５、表５参照）。
【実施例】
【００１６】
　以下に本発明を、実施例を挙げて更に詳細に説明する。
【００１７】
［実施例１：テトラキスヒドロキシメチルホスホニウム塩の殺藻効果の試験］
　定法によって育成し、収穫した後の海苔養殖網を５０ｃｍ×５０ｃｍに切り取り、切り
取った養殖網に付着した海苔の除去効果についての試験を行った。
　試験方法：脱イオン水１Ｌに、テトラキスヒドロキシメチルホスホニウム塩を１０００
０ｍｇ／Ｌ、５０００ｍｇ／Ｌ、３０００ｍｇ／Ｌ、１０００ｍｇ／Ｌ、８００ｍｇ／Ｌ
、５００ｍｇ／Ｌの割合で添加して成る殺藻剤を、それぞれ２Ｌ容量のビーカーに入れた
後、ビーカー内の殺藻剤中に上記海苔養殖網（５０ｃｍ×５０ｃｍ）を浸漬した試験区を
設け、各試験区の海苔養殖網を２４時間２０℃で静置した。静置後、流水にて海苔養殖網
を洗浄した後、海苔養殖網に付着した海苔残渣の乾物重量を求めた。
　尚、試験区には、テトラキスヒドロキシメチルホスホニウム塩を添加しない脱イオン水
１Ｌを２Ｌ容量のビーカーに入れた後、ビーカー内の脱イオン水中に上記海苔養殖網（５
０ｃｍ×５０ｃｍ）を浸漬したコントロール区を設けた。コントロール区の海苔養殖網に
ついても２４時間２０℃で静置した後、流水にて洗浄後、海苔養殖網に付着した海苔残渣
の乾物重量を求めた。コントロール区の海苔残渣の乾物重量に対する各試験区の海苔残渣
の乾物重量の比率を除去率とした。
　試験結果を表１に示す。
【表１】

【００１８】
　表１の結果より、テトラキスヒドロキシメチルホスホニウム塩の添加率が１００００～
５００ｍｇ／Ｌの何れの試験区においても、海苔の除去効果が見られるが、特に、テトラ
キスヒドロキシメチルホスホニウム塩の添加率が３０００ｍｇ／Ｌ、５０００ｍｇ／Ｌ、
１００００ｍｇ／Ｌである試験区の除去率がそれぞれ８６．３％、８９．３％、９４．３
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％と非常に高くなっている。
　従って、高い殺藻効果を得るため、水に対するテトラキスヒドロキシメチルホスホニウ
ム塩の添加率を３０００～１００００ｍｇ／Ｌとするのが適当である。
【００１９】
［実施例２：アンモニウムＤＬ－ホモアラニン－４－イル（メチル）ホスフィナートの殺
藻効果の試験］
　試験方法：脱イオン水１Ｌに、アンモニウムＤＬ－ホモアラニン－４－イル（メチル）
ホスフィナートを１００００ｍｇ／Ｌ、５０００ｍｇ／Ｌ、３０００ｍｇ／Ｌ、１０００
ｍｇ／Ｌの割合で添加して成る殺藻剤を、それぞれ２Ｌ容量のビーカーに入れた後、ビー
カー内の殺藻剤中に上記海苔養殖網（５０ｃｍ×５０ｃｍ）を浸漬した試験区を設け、各
試験区の海苔養殖網を２４時間２０℃で静置した。静置後、流水にて海苔養殖網を洗浄し
た後、海苔養殖網に付着した海苔残渣の乾物重量を求めた。
　試験結果を表２に示す。
【表２】

【００２０】
　表２の結果より、アンモニウムＤＬ－ホモアラニン－４－イル（メチル）ホスフィナー
トの添加率が１００００～１０００ｍｇ／Ｌの何れの試験区においても、海苔の除去効果
が見られるが、特に、アンモニウムＤＬ－ホモアラニン－４－イル（メチル）ホスフィナ
ートの添加率が５０００ｍｇ／Ｌ、１００００ｍｇ／Ｌである試験区の除去率がそれぞれ
７７．２％、８４．８％と高くなっている。
　従って、水にアンモニウムＤＬ－ホモアラニン－４－イル（メチル）ホスフィナートを
添加して殺藻剤と成す場合には、水に対するアンモニウムＤＬ－ホモアラニン－４－イル
（メチル）ホスフィナートの添加率を５０００～１００００ｍｇ／Ｌとするのが適当であ
る。
　もっとも、表１及び表２の比較から明らかな通り、アンモニウムＤＬ－ホモアラニン－
４－イル（メチル）ホスフィナートよりテトラキスヒドロキシメチルホスホニウム塩の方
が殺藻効果は高いので、アンモニウムＤＬ－ホモアラニン－４－イル（メチル）ホスフィ
ナート単独で殺藻剤を構成するのではなく、テトラキスヒドロキシメチルホスホニウム塩
と併用するのが好ましい（後述の実施例４、表４参照）。
【００２１】
［実施例３：Ｌ-２-アミノ-４-[(ヒドロキシ)(メチル)ホスフィノイル].ブチリル-Ｌ-ア
ラニル-Ｌ-アラニル塩の殺藻効果の試験］
　試験方法：脱イオン水１Ｌに、Ｌ-２-アミノ-４-[(ヒドロキシ)(メチル)ホスフィノイ
ル].ブチリル-Ｌ-アラニル-Ｌ-アラニル塩を１００００ｍｇ／Ｌ、５０００ｍｇ／Ｌ、３
０００ｍｇ／Ｌの割合で添加して成る殺藻剤を、それぞれ２Ｌ容量のビーカーに入れた後
、ビーカー内の殺藻剤中に上記海苔養殖網（５０ｃｍ×５０ｃｍ）を浸漬した試験区を設
け、各試験区の海苔養殖網を２４時間２０℃で静置した。静置後、流水にて海苔養殖網を
洗浄した後、海苔養殖網に付着した海苔残渣の乾物重量を求めた。
　試験結果を表３に示す。
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【表３】

【００２２】
　表３の結果より、Ｌ-２-アミノ-４-[(ヒドロキシ)(メチル)ホスフィノイル].ブチリル-
Ｌ-アラニル-Ｌ-アラニル塩の添加率が１００００～３０００ｍｇ／Ｌの何れの試験区に
おいても、海苔の除去効果が見られるが、特に、Ｌ-２-アミノ-４-[(ヒドロキシ)(メチル
)ホスフィノイル].ブチリル-Ｌ-アラニル-Ｌ-アラニル塩の添加率が１００００ｍｇ／Ｌ
である試験区の除去率が６８．２％と比較的高くなっている。
　従って、水にＬ-２-アミノ-４-[(ヒドロキシ)(メチル)ホスフィノイル].ブチリル-Ｌ-
アラニル-Ｌ-アラニル塩を添加して殺藻剤と成す場合には、水に対するＬ-２-アミノ-４-
[(ヒドロキシ)(メチル)ホスフィノイル].ブチリル-Ｌ-アラニル-Ｌ-アラニル塩の添加率
を１００００ｍｇ／Ｌとするのが適当である。
　もっとも、表１及び表３の比較から明らかな通り、Ｌ-２-アミノ-４-[(ヒドロキシ)(メ
チル)ホスフィノイル].ブチリル-Ｌ-アラニル-Ｌ-アラニル塩よりテトラキスヒドロキシ
メチルホスホニウム塩の方が殺藻効果が非常に高いので、Ｌ-２-アミノ-４-[(ヒドロキシ
)(メチル)ホスフィノイル].ブチリル-Ｌ-アラニル-Ｌ-アラニル塩単独で殺藻剤を構成す
るのではなく、テトラキスヒドロキシメチルホスホニウム塩と併用するのが好ましい（後
述の実施例５、表５参照）。
【００２３】
［実施例４：テトラキスヒドロキシメチルホスホニウム塩とアンモニウムＤＬ－ホモアラ
ニン－４－イル（メチル）ホスフィナートとを併用した場合の殺藻効果の試験］
　試験方法：第１の薬剤としてテトラキスヒドロキシメチルホスホニウム塩、第２の薬剤
としてアンモニウムＤＬ－ホモアラニン－４－イル（メチル）ホスフィナートを用い、脱
イオン水１Ｌに、第１の薬剤を３０００ｍｇ／Ｌ及び第２の薬剤を２０００ｍｇ／Ｌ、第
１の薬剤を１０００ｍｇ／Ｌ及び第２の薬剤を２０００ｍｇ／Ｌ、第１の薬剤を８００ｍ
ｇ／Ｌ及び第２の薬剤を２０００ｍｇ／Ｌ、第１の薬剤を５００ｍｇ／Ｌ及び第２の薬剤
を２０００ｍｇ／Ｌの割合で添加して成る殺藻剤を、それぞれ２Ｌ容量のビーカーに入れ
た後、ビーカー内の殺藻剤中に上記海苔養殖網（５０ｃｍ×５０ｃｍ）を浸漬した試験区
を設け、各試験区の海苔養殖網を２４時間２０℃で静置した。静置後、流水にて海苔養殖
網を洗浄した後、海苔養殖網に付着した海苔残渣の乾物重量を求めた。
　試験結果を表４に示す。
【表４】

【００２４】
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　表４の結果より、第１の薬剤の添加率が５００～３０００ｍｇ／Ｌ及び第２の薬剤の添
加率が２０００ｍｇ／Ｌの何れの試験区においても、海苔の除去効果が見られるが、特に
、第１の薬剤の添加率が３０００ｍｇ／Ｌ及び第２の薬剤の添加率が２０００ｍｇ／Ｌ、
第１の薬剤の添加率が１０００ｍｇ／Ｌ及び第２の薬剤の添加率が２０００ｍｇ／Ｌであ
る試験区の除去率がそれぞれ９４．２％、９２．３％と高くなっている。
　従って、テトラキスヒドロキシメチルホスホニウム塩とアンモニウムＤＬ－ホモアラニ
ン－４－イル（メチル）ホスフィナートとを併用した殺藻剤の場合には、テトラキスヒド
ロキシメチルホスホニウム塩を１０００～３０００ｍｇ／Ｌ、アンモニウムＤＬ－ホモア
ラニン－４－イル（メチル）ホスフィナートの添加率を２０００ｍｇ／Ｌとするのが適当
である。
【００２５】
［実施例５：テトラキスヒドロキシメチルホスホニウム塩とＬ-２-アミノ-４-[(ヒドロキ
シ)(メチル)ホスフィノイル].ブチリル-Ｌ-アラニル-Ｌ-アラニル塩とを併用した場合の
殺藻効果の試験］
　試験方法：第１の薬剤としてテトラキスヒドロキシメチルホスホニウム塩、第２の薬剤
としてＬ-２-アミノ-４-[(ヒドロキシ)(メチル)ホスフィノイル].ブチリル-Ｌ-アラニル-
Ｌ-アラニル塩を用い、脱イオン水１Ｌに、第１の薬剤を３０００ｍｇ／Ｌ及び第２の薬
剤を２０００ｍｇ／Ｌ、第１の薬剤を１０００ｍｇ／Ｌ及び第２の薬剤を２０００ｍｇ／
Ｌ、第１の薬剤を８００ｍｇ／Ｌ及び第２の薬剤を２０００ｍｇ／Ｌ、第１の薬剤を５０
０ｍｇ／Ｌ及び第２の薬剤を２０００ｍｇ／Ｌの割合で添加して成る殺藻剤を、それぞれ
２Ｌ容量のビーカーに入れた後、ビーカー内の殺藻剤中に上記海苔養殖網（５０ｃｍ×５
０ｃｍ）を浸漬した試験区を設け、各試験区の海苔養殖網を２４時間２０℃で静置した。
静置後、流水にて海苔養殖網を洗浄した後、海苔養殖網に付着した海苔残渣の乾物重量を
求めた。
　試験結果を表５に示す。
【表５】

【００２６】
　表５の結果より、第１の薬剤の添加率が５００～３０００ｍｇ／Ｌ及び第２の薬剤の添
加率が２０００ｍｇ／Ｌの何れの試験区においても、海苔の除去効果が見られるが、特に
、第１の薬剤の添加率が３０００ｍｇ／Ｌ及び第２の薬剤の添加率が２０００ｍｇ／Ｌ、
第１の薬剤の添加率が１０００ｍｇ／Ｌ及び第２の薬剤の添加率が２０００ｍｇ／Ｌであ
る試験区の除去率がそれぞれ８６．４％、７４．２％と高くなっている。
　従って、テトラキスヒドロキシメチルホスホニウム塩とＬ-２-アミノ-４-[(ヒドロキシ
)(メチル)ホスフィノイル].ブチリル-Ｌ-アラニル-Ｌ-アラニル塩とを併用した殺藻剤の
場合には、テトラキスヒドロキシメチルホスホニウム塩を１０００～３０００ｍｇ／Ｌ、
Ｌ-２-アミノ-４-[(ヒドロキシ)(メチル)ホスフィノイル].ブチリル-Ｌ-アラニル-Ｌ-ア
ラニル塩の添加率を２０００ｍｇ／Ｌとするのが適当である。
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